
G20大阪サミットにおける海洋プラスチックごみ対策に関する成果

「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」を支持

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」の共有

G20大阪首脳宣言パラ３９
我々は，海洋ごみ，特に海洋プラスチックごみ及びマイクロプラスチックに対する措置は，全ての国によって，関係者との協力の下に，国内的
及び国際的に取られる必要があることを再確認する。この点に関し，我々は，海洋へのプラスチックごみ及びマイクロプラスチックの流出の抑
制及び大幅な削減のために適切な国内的行動を速やかに取る決意である。さらに，これらのイニシアティブ及び各国の既存の行動の先を見
越して，我々は，共通の世界のビジョンとして，「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を共有し，国際社会の他のメンバーにも共有するよう呼び
かける。これは，社会にとってのプラスチックの重要な役割を認識しつつ，改善された廃棄物管理及び革新的な解決策によって，管理を誤った
プラスチックごみの流出を減らすことを含む包括的なライフサイクルアプローチを通じて，2050年までに海洋プラスチックごみによる追加的な
汚染をゼロにまで削減することを目指すものである。我々はまた，「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」を支持する。

共通の世界のビジョンとして，２０５０年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロにまで削減するこ
とを目指す，「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を共有。

今後，G20以外の国際社会の他のメンバーにも，このビジョンを共有するよう呼びかける。

「Ｇ20持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚級会合」にて採択された「G20海洋
プラスチックごみ対策実施枠組」を，G20首脳としても支持。

「マリーン（MARINE）・イニシアティブ」の表明

「ビジョン」の実現に向け，日本は途上国の廃棄物管理に関する能力構築及びインフラ整備等を支援していく旨，安
倍総理がサミットの場で表明。

そのため日本政府は，①廃棄物管理（Management of Waste），②海洋ごみの回収（Recovery）及び③イノベーション
（Innovation）を推進するため，途上国の④能力強化（Empowerment）を支援していく「マリーン（MARINE）・イニシア
ティブ」を立ち上げる。

この中で，世界において，２０２５年までに，廃棄物管理人材を１０，０００人育成することを，サミットの場で安倍総理
が約束。


